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毎月1日に発行します 狛江市発行●狛江市民活動・生活情報誌●

誌面に掲載した記事・写真等の無断複製・転
載等はお断りします。
お問い合わせ・ご意見は狛江市地域活性課へ
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のんのん作品展～27日
1：30～15：00カレー

ショップ・メイ。布小物
主 牛山麻里 ☎3480-
3468カレーショップ・
メイ

狛江ボタニカルアート同好会作品展1
～15日 ：00（初日10：00）

～21：30（最終日15：00）中央公民館。
花や木の実などの水彩画約15点主狛
江ボタニカルアート同好会 ☎3480-
9669北村
ぽえむ40周年記念企画4日 13：00
クッキー作り、19:00アコースティッ
クライブ、ぽえむ狛江南口店主ぽえむ
狛江南口店 ☎5761-5569森元
ジャムセッション（ジャズ）4日 19：
30 add9th ☎3480-4996add9th
お昼のジャム・セッション（ジャズ）5日

：00add9th add9th
書道展6日 11 9：00（初日
12：00）～17：00（最終日16：00）
西河原公民館。童謡をテーマに約15
点主狛江書芸会 ☎3480-5767宮坂
草を紡いだあーと 伴由紀子個展「時の
栞」8日 14 11:00～18:00（最
終日16：00）泉の森会館。草や葉で作っ
たアート作品主 伴由紀子 ☎5497-

5444泉の森会館
ジャムセッション（ジャズ）11 19：
30add 9th add9th
ライブ add9th
お昼のジャム・セッション（ジャズ）13

：00 add9th add9th
春のバラ展13日 9：00～
16：30西河原公民館。バラ100種以
上展示主 狛江バラ愛好会 ☎3489-
2308櫻岡
西河原映画会13 10：00・14：00西
河原公民館。「ペット」（クリス・ルノー
＆ヤーロー・チーニー監督、2016年）
主西河原公民館 ☎3480-3201同館
デビュー 35周年 鳥羽一郎コンサート

11：30・15：30エコルマホール。
スペシャルゲスト石原詢子 ☎3430-
4106（一財）狛江市文化振興事業団
銀革布16 ～20日 0:00～18:00
（最終日16：00）泉の森会館。アクセサ
リー、カービングクラフト、手描き染め
ブラウスなど主森口工房 泉の森会館
彩楽工房作品展 ～31日 ：00
（初日12：00）～21：30（最終日16：
00）中央公民館。古布を使った小物
主彩楽工房 ☎090-6512-3266惣川
アコースティック・ジャム・セッション

19：30add9th add9th

ジャムセッション（ジャズ）18 19：
30add 9th add9th
狛晁の会作品展18 30 9：00
～21：30（最終日12：00）中央公民館。
書、絵画、写真、陶芸、木彫、能面など約
10点主狛晁の会 ☎3489-3675松崎
ライブ 00add 9th add9th
add9thセ ッ シ ョ ン20 20：
00add9th add9th
着物リメイクの洋服と小物 ～22

10:00～18:00（最終日17：00）
泉の森会館。着物生地をリメイクした洋
服や小物主石原みづほ 泉の森会館
みんなの歌声広場 ：00みんな
の広場主 みんなの歌声広場 ☎090-
9808-2810大熊
ジャムセッション（ジャズ）25 19：
30add 9th add9th
ライブ 00add 9th add9th
いけ花展 華かおり風かおる27 ・

10：00～18：00泉の森会館主
狛江市華道連盟 ☎3489-6547太田
街角のアーティスト 5：00泉の
森会館。シャンソン・タンゴほか主ギャ
ラリーベンターナ ☎3488-6761磯村
＊イベント名、開催日・期間、開始時間、
会場、内容、主 主催、 問い合わせ先（2
回目以降は電話番号省略）の順。

5月の
催事記

狛江市内では、次代を担う子どもた
ちの健やかな成長を願ってさまざまなジ
ャンルで市民たちがボランティア活動を
行っている。

日本病院患者図書館協会
日本病院患者図書館協会・慈恵第三
病院小児科病棟ボランティア活動（林
有子代表)は、東京慈恵会医科大学附
属第三病院小児科病棟に入院中の病児
に毎週水曜の夜、本の貸し出しと読み
聞かせ、紙芝居の活動を行っている。
同会は、「病院にも文化を」と全国
の病院に図書館設置活動を続ける日本
病院患者図書館協会会長の菊池佑さん
が、昭和60年に「病児が本に触れるこ
とで入院生活のストレスを減らし心に潤
いを」と第三病院に働きかけて始まった。
病棟のカンファレンスルームには児童
書約200冊、紙芝居数十冊の蔵書があ
り、市内外に住むボランティア6人が、
本の貸し出しをしたり、病状が落ち着い
た子の病室を訪ね、読み聞かせや紙芝
居を見せている。病児を対象にしてい
るため、インフルエンザなど感染性の
病気の流行時は本の貸し出しは行わず、
活動そのものを中止することもあるが、
これまで32年間の活動回数は1,500
回以上にのぼる。紙芝居を見た2歳児
の保護者は「病状が落ち着き、子ども
が退屈していたので良かった」と喜んで
いた。
「図書館で仕事をしていたが、子ど
もと関わりたい」と設立間もない頃に入

会した代
表の林さ
んをはじ
め長く活
動を続け
ている会
員が多く、
「子ども
や保護者
の笑顔が
エネルギ
ーになり

ます」「毎週、笑顔で待っている子ども
がいると思うと励みになります」と話し、
入会を呼びかけている。
問い合わせ☎3488-2074林さん。

福祉ネット「ナナの家」
NPO法人バリアフリーセンター・福
祉ネット「ナナの
家」（皆河える子
理事長）は、障
がいを「差」で
はなく「違い」
ととらえ、「違い」
を認め合う社会
をめざして、障
がい者の発達支
援と、障がい者
と健常者の交流
活動を柱に活動を行っている。
平成10年に設立、14年にNPO法
人になった。発達支援のための放課後
等デイサービスとしてレゴ、プール、テ
ニス、空手、英会話などのプログラム
を行っている。
多摩川乗馬会は交流活動として11年

から年4回開
催、4月 で
75回を数え
る。多摩川
河川敷で引
き馬や乗馬レッスン、ふれあい動物園、
ライブコンサート、フリーマーケット、屋
台など、障がい者と市民がふれ合えるイ
ベントとして子ども連れを中心に人気を
集めている。
乗馬会には毎回30～40人がボランテ

ィアとして参加、当日の運営だけでなく、
前日に会場の草刈りや設営なども行って
いる。ボランティアのひとり、世田谷区
の木村郁実さんは「子どもたちが喜んで
くれ、成長を見られるのでやりがいがあ
ります」と話している。
皆河理事長は「乗馬会を通して地域
に溶け込むことができ、障がい者への

理解が広がって
います。今後は
子どもと馬をキ
ーワードに新し
い活動を始めた
い」と話してい
る。
第76回乗馬
会は14 に
も、10時～15
時に多摩川河川

敷自由ひろばで催される。引き馬1周
500円。
同会では、乗馬会をはじめ活動を支
えるボランティアを募集している。
問い合わせ☎5438-2773FAX5438 
-2774 net7@sk2.so-net.ne.jp浅
井 http://www.nananoie.com/

SORANAの会
SORANAの会（高橋紀久子代表)

は、市内に住む心身の発達がアンバラ
ンスだったり、ゆっくりしている子の親
の会で、家族と子どもが障がいや特性
を越えて地域で暮らしやすくなるため行
政に要望書を出したり、保護者が語り
合う親睦会を開いている。
同会は、「ぱる親の会」として平成9
年に発足、25年に現在の「ＳＯＲＡＮＡ
の会」となり、活動は通算20年に及び、
現在は約45人の会員がいる。同会によ
ると、ハンディを持つ子の親は地域との
つながりが薄くなりがちなので、保護者
同士が気軽に話せる場をつくるため、親
睦会や勉強会のほか親子参加のイベン
トも開いており、プールには高校生ボラ
ンティアが参加、子どもと遊びながら見
守り活動をして会員を喜ばせている。
同会では、ハンディを持つ保護者の
入会に加え、親睦会や勉強会で子ども
と遊ぶ青少年ボランティアの参加を呼
びかけている。
問い合わせ☎3430-7979高橋さん。

ミニＳＬ運転
中和泉に住む横川孝司さん(79）と
妻の邦子さん（75)は、イベントなどで
自作のミニＳＬに子どもたちを乗せる活動
を行い、人気を呼んでいる。
横川さん夫妻は、新宿区で自動車整
備会社を営んでいたが、8年前に息子
の住む狛江へ転居した。子どもの頃か
ら乗り物模型などを数多く作っていた孝
司さんは、日本工業大学付属東京工業
高校（現・日本工業大学駒場高校)が
開設した社会
人向けのSL
製作教室に
昭和62年か
ら通い、5年
がかりで国鉄
9600形 の
10分 の1の
SLを完成させ
た。その後、客車2両と枕木やレールを
製作、都内のイベントなどで孝司さんが
運転、邦子さんが燃料の石炭や木材の
準備を担当、夫婦で年数回ミニSLを走

らせており、これまで25年間に無事故
で約9万4千人を乗せた。
狛江に転居後は、孫が通っていた多
摩川保育園のイベントで走らせ人気をよ
んでいる。サポート狛江(中川信子代表)
がむいから民家園で毎年催していた「む
いからで遊ぼう」で運転したところ、切
符づくりや乗車待ちの親子を誘導・整理
するボランティアも加わった。そのうち、
新保和久さん、光大さんの双子の兄弟
は中学生になった6年前から参加、両親
は「学校以外でいろいろな年代の人と

さまざまな場面で接
する良い体験になる
と思って始めました。
いまでは息子たちも
すごく喜んでいます」
と話している。
横川さんは「子ど
もたちが喜んでいる
声や笑顔を見るのが

なによりうれしい。市内でミニＳＬを持っ
ている人がいれば一緒に走らせたい」と
話している。
問い合わせ☎5761-9050横川さん。

協働のかたち

病室で子どもに絵本の
読み聞かせをする会員

子どもの乗った馬を引くボランティア

子ども❶

こまえ桜まつりで自作のＳ
Ｌを運転する横川さん


